
  

 

中 30回関西旅行 伊勢神宮内宮 宇治橋前（戦後、ＧＨＱ
の検閲に備えたのか、後方の鳥居が切り取られている） 
 
（1912［大正元］年 10月 10日） 
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は
じ
め
に 

 

1930

年
度
の
中
30

回
生
の
関
西
旅
行
に
つ
い

て
は
、
同
年
９
月
発
行
『
進
修
第
32

号
』
に
詳

細
な｢

関
西
旅
行
記｣

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢

第
一
日｣

･
｢

第
二
日｣

を
久
保
田
晴
次
、｢

第
三

日｣

を
国
友
秀
勝
、｢

第
四
日｣

を
中
村
貞
之
助
、

｢

第
五
日｣

を
太
田
惣
一
、｢

第
六
日｣

を
橋
爪
信

常
、｢

第
七
日｣

･
｢

第
八
日｣

を
宮
本
信
三(

全
員

中
30

回)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の｢

関
西
旅
行
記｣

に
つ
い
て
、
中
30

回
松
井

喜
一
郎
は
、
1981

［
昭
和
56

］
年
発
行
『
中
三
十

回
卒
業
五
十
周
年
記
念
誌
』｢

旅
行
記
余
聞｣

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
｢

進
修
第
三
十
二
号(

昭
五
刊)

の
『
関
西
旅

行
記
』
は
、
出
発
前
に
指
名
さ
れ
た
筆
者
達
に

よ
る
公
式
記
録
で
あ
る
。
執
筆
者
は
級
長
ク
ラ

ス
、
文
芸
部
員
、
進
修
会
幹
事
等
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
さ
す
が
に
う
ま
い

も
の
で
あ
る
。
読
み
返
し
て
い
る
う
ち
に
思
わ

ず
感
嘆
の
溜
息
を
も
ら
す
ほ
ど
で
あ
る
。
正
確

な
見
聞
の
記
録
、
そ
し
て
豊
富
な
語
彙
と
美
麗

な
文
章
、
と
か
く
概
念
文
に
な
っ
た
り
、
美
辞

麗
句
の
羅
列
に
終
わ
っ
た
り
し
が
ち
な
当
時

の
作
文
の
傾
向
と
違
っ
て
、
具
体
的
で
あ
り
説

得
力
が
あ
る
。
…
…
。 

 

さ
て
、【｢

関
西
旅
行
記｣

の
】
末
尾
は
、『
四
年

間
、
一
日
千
秋
の
思
ひ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
我

等
が
旅
行
は
恙
な
く
終
へ
た
の
で
あ
る
。
』
と

結
ん
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
恙
な
く
何
事
も
な

く
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
わ
れ
わ
れ
参
加

者
一
同
で
あ
る
。 

 

そ
の
裏
話
を
ま
と
め
る
よ
う
に
と
励
【
す
す 

勧
】
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
一
端
を
メ
モ

風
に
綴
っ
て
み
よ
う
。 

 

前
掲
の
旅
行
記
が
正
史
な
ら
ば
、
以
下
は
そ

こ
に
は
書
け
な
か
っ
た
隠
れ
た
事
実
を
記
す

外
史
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
正
史
が
主
と
し

て
昼
の
部
の
見
聞
記
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
夜

の
部
の
あ
の
事
、
こ
の
事
で
あ
る
。
…
…
。｣ 

 

今
号
か
ら
、
松
井
が
賞
賛
す
る｢

関
西
旅
行

記｣

を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、｢

旅
行
記
余
聞｣

を

一
部
加
え
て
、
中
30

回
生
の
旅
行
の
顛
末
を
記

し
て
い
き
ま
す
。 

 

関
西
旅
行
記 

第
一
日(

６
月
１
日) 

５
年
久
保
田
晴
次 

 
｢ 

六
月
一
日
、
土
浦
発
午
後
七
時
八
分
、

平
塚
【
美
治 

体
育
】
、
遠
藤
【(

川
又)

勇
三
郎 

理

科
】
、
坂
入
【
要
之
介 

数
学
】
、
片
岡
【
保 

国

語
】
四
先
生
引
率
の
下
に
我
等
一
行
八
十
八
名

の
土
中
健
児
は
関
西
旅
行
の
ス
タ
ー
ト
を
切

つ
た
。 

 

誰
の
顔
も
皆
喜
び
と
愉
快
な
る
様
子
が
現

は
れ
て
居
る
。
や
が
て
列
車
は
懐
し
い
水
郷
土

浦
町
を
後
に
し
て
長
い

〱
レ
ー
ル
を
ぐ
ん

〱
と
呑
ん
で
行
く
。
荒
川
沖
を
越
え
て
牛
久

を
過
ぎ
た
。
も
う
す
つ
か
り
あ
た
り
は
暮
く

【
暗
く
】
な
つ
た
。
窓
外
に
は
村
落
の
電
燈
が

ち
ら
ち
ら
見
え
る
だ
け
、
多
分
取
手
の
手
前
だ

つ
た
ら
う
。
数
百
の
ラ
ン
プ
が
田
一
面
に
整
然

と
し
て
灯
さ
れ
て
あ
つ
た
の
を
見
た
。
話
に
よ

る
と
害
虫
駆
除
の
た
め
の
誘
蛾
燈
で
あ
つ
た

さ
う
だ
。 

 
間
も
な
く
上
野
駅
に
着
く
。
省
線
【
現
山
手

線
】
に
乗
換
東
京
駅
に
向
つ
た
。
午
後
十
時
二

十
分
東
京
駅
を
後
に
し
て
再
び
列
車
は
走
り

出
し
た
。
新
橋
、
品
川
、
大
森
、
横
浜
、
程
ヶ

谷
【
保
土
ケ
谷
】
、
戸
塚
等
の
暗
い
都
市
が
後
に

退
く
。 

 

車
中
は
校
歌
を
合
唱
す
る
や
ら
ト
ラ
ン
プ

遊
び
を
す
る
や
ら
で
仲
々
騒
が
し
い
。
其
の
騒

音
に
混
つ
て
『
か
う
づ
【
国
府
津
】
』『
か
う
づ
』

と
呼
ぶ
駅
夫
の
声
が
聞
え
る
。
も
う
す
つ
か
り

東
海
道
の
感
じ
が
す
る
。
而
し
、
あ
た
り
は
真

暗
で
あ
る
か
ら
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
や
が

て
三
島
(注 1)

を
通
過
し
た
頃
皆
静
か
に
な
る
。
富

士
山
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
残
念
。
然

し
帰
り
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
つ
て
あ

き
ら
め
た
。
も
う
ぐ
う
ぐ
う
や
つ
て
ゐ
る
者
も

あ
る
。
口
を
あ
ん
ぐ
り
と
開
い
て
寝
て
ゐ
る
者

も
あ
る
。
あ
ま
り
ね
む
い
の
で
横
に
な
つ
た
。

後
は
白
河
夜
舟
で
何
も
知
ら
な
い
。 

 

泰
平
の
夢
を
む
さ
ぼ
つ
て
ゐ
る
間
に
列
車

は
ど
ん

〱
走
る
。
ぱ
つ
と
眼
を
開
い
た
時
は

丁
度
天
龍
川
の
鉄
橋
(注 2)

を
渡
つ
て
居
つ
た
。
鉄

橋
は
三
千
九
百
六
十
七
尺
あ
つ
て
東
海
道
第

一
と
聞
く
。
あ
た
り
は
だ
ん

〱
白
ん
で
来

た
。｣ 

 

(注 1)

三
島 

 

初
代
三
島
駅(

Ｊ
Ｒ
東
海
御
殿
場
線
下
土
狩
駅)

。
御

殿
場
線
が
東
海
道
本
線
の
一
部
で
あ
っ
た
1898

［
明
治
31

］

年
６
月
に
、
三
島
駅
と
し
て
開
通
。
1934

［
昭
和
９
］年
12
月

１
日
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、
国
府
津
＝
熱
海
＝

沼
津
間
の
新
線
が
全
通
し
、
国
府
津
＝
御
殿
場
＝
沼
津

間
が
御
殿
場
線
と
し
て
分
離
さ
れ
た
。
東
海
道
本
線
の

ル
ー
ト
変
更
と
同
時
に
三
島
駅(

２
代
目)

が
開
業
し
た

た
め
、
初
代
三
島
駅
は
下
土
狩
駅
に
駅
名
を
変
更
し

た
。 

  

(注 2)

天
龍
川
の
鉄
橋 

 

天
竜
川
に
架
か
る
東
海
道
本
線
の
橋
で
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
下
り
線
は
1913

［
大
正
２
］
年
に
、
上
り
線
は
1981

［
昭
和
56
］
年
に
完
成
し
た
も
の
。
初
代
天
竜
川
橋
梁
は

1887

［
明
治
20
］
年
６
月
に
着
工
、
翌
年
11

月
に
完
成
し
て

お
り
、
当
時
、
国
内
最
初
で
最
長
の
鋼
製
鉄
道
橋
梁
で

あ
っ
た
。
1913

年
、
東
海
道
本
線
の
複
線
化
に
伴
っ
て
新
た
に

初
代
天
竜
川
橋
梁
の
横
に
橋
が
架
け
ら
れ
、
８
月
に
下

り
線
と
し
て
開
通
し
た
。
全
長

1,208.8m

。
現
存
す
る
戦

前
の
鉄
道
橋
梁
の
中
で
は
最
長
の
ト
ラ
ス
橋
。
1981

年
に
は

上
り
線
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
初
代
天
竜
川
橋
梁
が

解
体
撤
去
さ
れ
、
新
し
い
ト
ラ
ス
橋
に
付
け
替
え
ら
れ
て

い
る
。 

  

関
西
旅
行
記 

第
二
日(

６
月
２
日) 

５
年
久
保
田
晴
次 

 
｢ 

浜
松
駅
を
過
ぎ
た
頃
小
雨
が
降
り
出
し

た
。
雨
だ
。
天
我
等
に
幸
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。

第１９４号

号号 

号 

号 

 

号 

土浦中学校の修学旅行 ７ 中学 30回生の関西旅行１ 
 1916［大正５］年度から始まった関西旅行は、1942［昭和
17］年度まで続けられ、土中生たちが４年余りの間、一日千秋
の思いで待ち焦がれる学校行事となっていました。今号から、
1930［昭和５］年度に実施された、中 30 回生の関西旅行記を
繙いていきます。 
 引用文中の旧字体は新字体に改めました。 

なお、引用文中の【  】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2025（令和７）年１１月１８日   

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会
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二見ヶ浦 紅葉屋旅館 
 

誰
や
ら
素
敵

〱
と
叫
ぶ
。
今
浜
名
湖
畔
を
走

つ
て
ゐ
る
の
だ
。
満
々
と
湛
え
た
水
。
散
在
し

て
ゐ
る
島
、
全
く
一
幅
の
画
だ
。
未
だ
小
雨
は

ち
ら

〱
し
て
ゐ
る
。
少
か
ら
ず
落
胆
し
た
。

や
が
て
名
古
屋
も
過
ぎ
た
。
車
中
に
は
其
処
此

処
に
『
さ
う
で
お
ま
す
か
へ
』
な
ん
て
い
ふ
声

が
聞
え
る
。
も
う
す
つ
か
り
関
西
気
分
に
な
つ

て
し
ま
ふ
。
昨
晩
の
眠
り
が
足
り
な
い
せ
い
か
、

何
時
の
間
に
か
う
と

〱
し
て
居
る
間
に
【
国

鉄
参
宮
線
】
山
田
駅
【
現
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
】
に
着
い

た
。
時
は
午
前
十
一
時
四
十
分
。
我
等
の
目
的

地
の
第
一
歩
が
印
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
宇

治
山
田
市
は
御
鎮
座
以
来
神
領
の
旧
都
に
し

て
、
国
民
崇
敬
の
中
心
、
一
ヶ
年
の
参
拝
者
約

二
百
万
、
市
は
人
口
四
万
四
千
、
官
署
学
校
多

く
、
所
謂
我
が
国
の
聖
地
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

我
等
の
崇
敬
し
居
る
、
皇
祖
の
御
先
祖
で
お
在

し
ま
す
【
お
は
し
ま
す
】
伊
勢
の
大
廟
を
拝
す
る

の
で
あ
る
か
と
思
へ
ば
何
と
な
く
あ
る
異
様

な
感
じ
が
胸
に
せ
ま
つ
て
く
る
。
駅
前
の
松
島

旅
館
で
昼
食
を
済
ま
し
た
。
そ
の
美
味
し
い
こ

と
と
言
つ
た
ら
旅
行
な
ら
で
は
と
て
も
得
ら

れ
ぬ
味
だ
つ
た
。
此
処
で
少
し
休
憩
、
そ
の
間

に
南
朝
の
忠
臣
結
城
宗
広
(注 3)

の
墓
に
参
拝
し

た
。
や
が
て
一
同
徒
歩
に
て
外
宮
に
参
拝
し
た
。

此
の
宮
は
一
名
、
度
会
の
宮
と
も
称
し
奉
り
、

豊
受
大
神
を
祀
り
、
高
倉
山
に
鎮
座
し
給
ふ
。

苑
内
表
参
道
の
側
に
日
清
、
日
露
の
両
役
の
記

念
砲
が
あ
つ
た
の
に
気
が
つ
い
た
。
再
び
一
同

電
車
(注 4)

に
乗
り
内
宮
に
向
つ
た
。
途
中
倉
田
山

に
下
車
し
て
徴
古
館
農
業
館
を
見
学
す
。
徴
古

館
は
煉
瓦
及
び
花
崗
石
造
、
ル
ネ
ー
サ
ン
式
の

建
築
に
し
て
内
部
を
十
室
に
分
ち
、
刀
剣
、
絵

画
、
彫
刻
、
文
書
等
、
神
宮
一
切
の
宝
物
を
始

め
、
我
が
国
歴
史
文
物
の
資
料
が
沢
山
陳
列
さ

れ
て
あ
つ
た
。
又
貴
賓
室
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁

親
王
、
同
威
仁
親
王
の
等
身
銅
像
を
安
置
さ
れ

て
あ
つ
た
。
目
に
う
つ
る
物
皆
珍
し
き
も
の
ば

か
り
で
あ
つ
た
。
農
業
館
に
は
農
産
、
林
産
、

水
産
、
牧
畜
、
養
蚕
等
に
関
す
る
我
が
国
産
業

の
沿
革
並
に
現
状
を
概
観
す
る
に
足
る
材
料

が
山
の
如
く
陳
列
さ
れ
て
あ
つ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
電
車
で
内
宮
に
行
つ
た
。
内
宮
は

宇
治
の
神
路
山
に
鎮
座
し
た
ま
ひ
、
又
は
鈴
の

宮
と
称
し
奉
り
、
御
祭
神
は
畏
く
も
天
祖
天
照

大
御
神
に
ま
し
ま
す
。
森
林
の
中
を
段
々
と
奥

に
進
ん
で
行
く
と
清
い
流
れ
が
あ
つ
て
、
大
き

な
橋
が
架
し
て
あ
る
。
こ
れ
有
名
な
宇
治
橋
で

あ
る
。
五
十
鈴
川
の
流
れ
は
清
く
神
々
し
い
。

こ
の
橋
を
渡
れ
ば
一
点
の
塵
埃
も
な
く
綺
麗

に
掃
き
清
め
ら
れ
た
神
苑
で
あ
る
。
五
十
鈴
川

の
流
れ
で
手
を
洗
ひ
、
口
を
清
め
れ
ば
、
自
ら

心
も
体
も
清
ら
か
に
な
る
。
幾
百
年
経
つ
た
か

わ
か
ら
ぬ
杉
檜
が
素
性
よ
く
す
ら
り
と
し
た

幹
を
見
せ
て
立
つ
て
ゐ
る
。 

                

そ
の
間
を
一
歩
々
々
と
踏
み
し
め
れ
ば
自

然
と
歩
調
も
と
れ
、
身
体
は
何
か
で
縛
ら
れ
て

居
る
か
の
如
く
固
く
な
る
。
一
の
鳥
居
を
過
ぎ
、

二
の
鳥
居
を
く
ゞ
つ
て
神
垣
の
外
に
立
つ
て

忝
【｢

恭｣

の
誤
植
】
し
く
拝
し
た
時
、
尊
さ
有
難

さ
、
を
泌
々
と
感
じ
頭
は
独
り
で
に
下
る
。
去

る
に
当
つ
て
私
は
再
び
神
拝
し
て
天
地
の
あ

る
限
り
、
こ
の
聖
地
に
お
在
し
ま
し
て
皇
室
の

御
繁
栄
と
日
出
る
国
を
永
遠
に
輝
か
さ
れ
ん

こ
と
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
何
と
も
言
は
れ
な

い
気
分
で
神
苑
を
出
て
記
念
撮
影
を
し
て
再

び
電
車
に
て
二
見
が
浦
に
行
つ
た
。
そ
し
て
紅

葉
屋
旅
館
に
そ
の
日
の
安
住
を
求
め
た
。｣ 

 
 

松
井
は
、
久
保
田
の
筆
を｢

久
保
田
晴
次
君

の
伊
勢
神
宮
参
拝
の
記
の
素
晴
ら
し
さ｣

と
評

し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
こ
の
旅
行
の
第
一
の

目
的
地
で
あ
る
伊
勢
神
宮
の
荘
厳
さ
と
参
拝

の
感
激
と
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
旅
行
で
は
皇
室
関
係
の
聖
地
巡
拝
と
と
も

に
、
南
朝
関
係
の
史
蹟
探
訪
が
大
き
な
目
的
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
城
宗
広
の
墓
を
さ
り

げ
な
く
持
ち
出
す
な
ど
、
心
憎
い
ば
か
り
の
筆

遣
い
で
す
。 

 
 

久
保
田
は
、
最
後
に｢

そ
し
て
紅
葉
屋
旅
館

に
そ
の
日
の
安
住
を
求
め
た
。｣

と
記
し
て
い

ま
す
が
、
一
部
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は｢

安

住｣

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
松
井
は
、
そ
の

騒
動
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
。
こ
の
夜
の
泊
ま
り
は
二
見
ヶ
浦
の

紅
葉
館
。
こ
こ
で
宇
都
宮
農
林
【
宇
都
宮
高
等

農
林
学
校 

現
宇
都
宮
大
学
農
学
部
】
の
生
徒
と
の

間
で
大
喧
嘩
が
あ
っ
た
。
何
で
も
女
学
生
の
問

題
か
ら
端
を
発
し
て
双
方
の
出
入
り
と
な
り
、

一
時
は
わ
れ
わ
れ
の
宿
に
押
し
か
け
ら
れ
、
屋

根
伝
い
の
格
闘
と
な
り
、
そ
の
さ
ま
は
、
ま
る

で
京
都
撮
影
所
の
ロ
ケ
で
も
や
っ
て
い
る
よ

う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
『
男
の
喧
嘩
は
こ
う
や

る
ん
だ
ッ
』
と
パ
イ
さ
ん
【
坂
入
要
之
介
先
生 

数
学
の
先
生
な
の
で
渾
名
は
π
さ
ん
】
に
教
え
ら

れ
て
、
巻
き
返
し
に
は
る
ば
る
相
手
方
の
宿
舎

で
あ
る
宇
治
山
田
市
の
山
田
屋
旅
館
へ
押
し

か
け
る
こ
と
に
な
る
。
主
謀
者
は
宮
本
信
三
君
。

同
道
の
面
々
は
、
池
田
敏
雄
、
山
本
美
晴
、
神

林
登
、
宇
佐
見
春
雄
、
渥
美
福
三
、
河
野
芳
明

君
ら
の
兵
（
つ
わ
も
の
）
た
ち
。
め
い
め
い
が

木
刀
持
参
で
殴
り
込
ん
だ
の
で
、
ピ
ス
ト
ン
堀

口
(注 5)

を
生
ん
だ
ほ
ど
の
名
門
？
の
相
手
も
怖

れ
て
出
て
こ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
ひ
と
ま
ず

は
収
ま
っ
た
。
…
…
。｣ 

 

喧
嘩
の
仕
方
を
教
え
る
先
生
も
先
生
で
す

が
、
わ
ざ
わ
ざ
電
車
に
乗
っ
て
、
木
刀
持
参
で

殴
り
込
み
を
掛
け
る
生
徒
も
生
徒
で
す
。
警
察

署
の
あ
る
宇
治
山
田
の
町
中
（
ま
ち
な
か
）
で

乱
闘
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
警
察
署
に
泊
め

ら
れ
る
だ
け
で
は
済
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。 

  

(注 3)

結
城
宗
広 

 

鎌
倉
後
期
・
南
北
朝
時
代
の
武
将
。
新
田
義
貞
に
従
っ

て
鎌
倉
幕
府
を
攻
略
、
義
良
親
王(

の
り
よ
し
し
ん
の
う 

後
の
後
村
上
天
皇)

を
奉
じ
て
陸
奥
国
白
河
庄(

福
島
県

白
河
市)

に
拠
り
、
の
ち
足
利
尊
氏
の
討
伐
に
転
戦
、
途

中
1338

［延
元
３
］年
、
伊
勢
に
病
死
し
た
。 

  

(注 4)

電
車 

 

合
同
電
気
神
都
線
。
1944

［
昭
和
19

］
年
か
ら
三
重
交
通

神
都
線
と
な
る
。
神
都
線
は
、
三
重
県
伊
勢
市(

旧
・
宇

治
山
田
市
、
通
称｢

神
都｣)

に
あ
っ
た
軌
道
線(

路
面
電

車)

で
あ
る
。
山
田
駅(

現
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅)

前
を
起
点
と

し
、
内
宮
ま
で
と
二
見
ま
で
と
の
路
線
が
あ
っ
た
が
、
1961

［
昭
和
36

］
年
に
廃
線
と
な
っ
た
。
市
内
間
相
互
輸
送
の

ほ
か
、
国
鉄
伊
勢
市
駅
、
近
畿
日
本
鉄
道
宇
治
山
田
駅

と
い
っ
た
伊
勢
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
か
ら
、
伊
勢
神
宮
、
二

見
ヶ
浦
へ
向
か
う
観
光
・
参
拝
客
輸
送
の
役
割
も
果
た
し

て
い
た
。
中
34

回
中
島
武
は
、
1935

［
昭
和
10

年
］
２
月
発

行
『
進
修
第
38

号
』
「
関
西
紀
行
」
で
、
こ
の
電
車
を｢

常

南
電
車
の
兄
弟
の
如
く
小
さ
い
電
車
に
押
し
込
め
ら
れ

て｣

と
記
し
て
い
る
が
、
定
員
44
名
の
常
南
電
車(

本
紙
第

162

号
で
既
述)

と
同
様
で
は
、
土
中
生
一
行
だ
け
で
も
鮨

詰
め
に
な
って
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

  

(注 5)

ピ
ス
ト
ン
堀
口 

 

1914

［大
正
３
］
年
、
栃
木
県
真
岡
市
生
ま
れ
。
昭
和
初
期

に
お
け
る
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
象
徴
的
存
在
で
、｢

拳

聖｣

と
呼
ば
れ
た
。
本
名
堀
口
恒
男
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


